
詩人：谷川俊太郎　プロフィール
1931年東京生まれ。詩人。
1952年第一詩集『二十億光年の孤独』を刊行。1962年「月火水木金土日の歌」で第四回日本レコード大賞作詞賞、1975年『マザー・グースのうた』で日本翻訳文化賞 、1982年『日々の地図』で 第3 4回読売文学賞、1993年『世間知ラズ』で第１回萩原朔太郎賞、2010年『トロムソコラージュ』で第１回鮎川信夫賞など、受賞・著書多数。 詩作のほか、絵本、エッセイ、翻訳、脚本、作詞など幅広く作品を発表。 近年では、詩を釣るiPhoneアプリ『谷川』や、郵便で詩を送る『ポエメール』など、詩の可能性を広げる新たな試みにも挑戦している。
作曲家・音楽監督・常任指揮者：松下 耕　プロフィール
1962年東京生まれ。作曲家、合唱指揮者。国立音楽大学作曲学科首席卒業。ハンガリー・コダーイ研究所合唱指揮マスターコース修了。
作曲家として生み出している作品は、合唱曲を中心として多岐にわたり、それらの作品は国内のみならず、世界各国で広く演奏されている。楽譜はカワイ出版、音楽之友社など国内にて出版されているほか、SULASOL （フィンランド）、Carus-Verlag Stuttgart ,  Porfiri & Horváth Publishers（ドイツ）、Annie Bank Edition（オランダ）など、海外においても出版が相次いでいる。
耕友会音楽監督として12団体の指揮を務め、その他に２団体の指揮者を務めている。海外では中国・北京大学学生合唱団の客演指揮者に就任。
シンガポールのCentral Judging、イタリアGoriziaのSeghizzi International Choir Competition、香港のHong Kong International Youth & Children’s Choir Festival、スペインのTolosa Choral Competition、フランスのFlorilège vocal de Toursなどヨーロッパ、アジア各国で国際合唱コンクールの審査員として、またレクチャーの講師としても活躍中である。
· 2005年、合唱音楽における国際的かつ優れた活動が認められ、「ロバート・エドラー合唱音楽賞」をアジア人で初めて受賞。
· 2008年4月～2010年3月まで、NHK-FM番組《ビバ！合唱》のパーソナリティを務める。
· 2009年、ポーランド・グダニスクにて、ポーランド室内合唱団を客演指揮、個展を開く。
· 2010年、東京にて個展を開催、東京フィルハーモニー交響楽団を指揮、オーケストラのための“De Profundis”（深き淵より）を世界初演。同年より、中国、北京大学学生合唱団の客員指揮者に就任。
2011年、台湾ユースクワイア、シンガポールSYCアンサンブルシンガーズを客演指揮。
同年、中国、深圳市より招聘され、個展を開く。深圳交響楽団を指揮し、管弦楽のための『黙礼』の世界初演を行う。
· 2014年7月、クロアチアで開催される、世界各国から優秀な歌手を集めて結成される国際合唱連合主催World Youth Choirの指揮者に就任することが決定している。
＜耕友会について＞
耕友会は、作曲家・合唱指揮者松下 耕が音楽監督を務める、14の合唱団の同盟－アライアンス。
第1回　耕友会コンサートを機に2001年発足。以降定期的に耕友会コンサートを開催するほか、2005年より国内外の合唱団を招聘し「称え合い、認め合う合唱」をテーマに「軽井沢合唱フェスティバル」（現・軽井沢国際合唱フェスティバル）を主催。
　加盟団体は国内外のコンクール、フェスティバルで活躍するなど、いずれも積極的な活動を行っている。
加盟団体
《混声合唱団》
Collegium Cantorum YOKOHAMA

Gaia Philharmonic Choir
室内合唱団VOX GAUDIOSA
東京ユースクワイア
The Metropolitan Chorus of Tokyo
《女声合唱団》
Avis Libera

Brilliant Harmony

アンサンブル・ギオーネ
インターカレッジ女声合唱団Voces Fidelis
東京レディースコンソート“さやか”
St. Cecilia Vocal Creators
《男声合唱団》
ENSEMBLE PLEIADE

インターカレッジ男声合唱団Voces Veritas
Orpheus Singers
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